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通信販売事業を手掛ける株式会社ディノスで
は、20 1 0年より、通販カタログ「DAMA 
collection (ダーマ・コレクション） 秋冬号」に
おいて、お買い物1回ごとに学校給食1人1日
分が途上国の子どもたちに贈られるキャンペー
ンを展開しています。ショッピングを楽しみながら
社会貢献に参画できるこの取り組みには多く
の方がご参加くださり、これまでにいただいたご
寄付により既に86,727人分の給食が子ども
たちに届けられています。※
2012年2月より放映されているTVコマーシャ
ルは、ディノスのCSRの取り組みにスポットを
当てており、給食を入れる容器として使われて
いる赤いカップのシンボルマークと共に、WFP

の「学校給食プログラム」が画面で紹介されて
います。
DAMA collectionの編集長である天利さん
は、WFPを支援先として選定した理由を、次の
ように述べています。「人生のキャリアを重ねら
れたDAMAのお客様は、社会に貢献したい、特
に次世代に対して何かを残したいという思いが
あります。開発途上国の学校給食を支援する
ことで、食事もできて教育が受けられる、ひいて
は自立した女性像ができるのではないかと考え
ました。」また、社内でCSR活動の推進を手掛
ける山内さんは、「弊社では、『できることを、きち
んと。』のスローガンのもと、チャリティ付きカタ
ログを中心とした、CSR活動を実施しています。

今後も“お客様とともに”WFPの学校給食支援
に参加していきます。」と話しています。
（※2012年4月末現在）

西アフリカのサハラ砂漠南縁に広がるサヘル
地域で大干ばつが発生し、チャド、ニジェール、
マリ、モーリタニア、ブルキナファソ、セネガル、
ガンビア、カメルーンを含む広大な地域一帯で、
多くの人びとが飢餓にさらされています。人びと
はこの状況にどのように対処し、そしてWFPは
どのような支援を行っているのでしょうか。現地
の担当者に聞きました。
－なぜ食糧不足に陥っているのでしょうか？
昨年は干ばつのため降雨がまばらで、雨期の
開始も例年より遅れました。その影響で作物の
収穫量が減り、自給自足に頼って暮らす農家
の人びとは食糧不足に陥りました。牧草や飲み

水も不足したため、家畜も死んでいき、牧畜を
営む人も大打撃を受けました。不作のため食糧
価格が高騰し、貧しい人びとは食事の確保が
難しくなりました。また、マリ国内で発生した戦闘
によって多くの人びとが国内外への避難を余
儀なくされたことも、事態を悪化させています。
－脆弱な小規模農家は、どのような対策を講じ
ていますか？
家畜や土地を売り払って食費に充てています。
売るものがなくなると、家族の元を離れて都市
部や国外へ出稼ぎに行くほか生計を立てる手
段がなくなります。
－この地域で干ばつはよくあることなのでしょう
か？
過去10年では今回が3度目となります。前回の
干ばつからの復興もままならないうちに再び干
ばつに見舞われたため、生活の再建がより難し
くなっています。
－この度の干ばつによる食糧危機は、過去と
比べてどう異なるのでしょうか？
2005年と2010年の干ばつの影響は、主にニ
ジェールとチャドの一部に留まっていたのに対
し、今回の食糧危機は、東はチャドから西は大
西洋側の国に至るまで地域全体に及んでいま
す。また、食糧価格は2010年と比べ非常に高
くなっています。
－今回の食糧危機に対し、WFPはどのように

対応していますか？
WFPは、ニジェールで380万人、チャドで150
万人、マリで130万人など、サヘル地域で合計
900万人に食糧支援を行うべく活動を拡大し
ています。特に、子どもや母親に対しては栄養
強化食品を配布し、子どもの飢餓による長期
的な悪影響を防ごうとしています。またそれ以外
の地域では地元の人びとと協力し、灌漑用水
路など、地域の役に立つインフラの整備事業を
行い、その工事に参加した人に労働の対価とし
て食糧や現金を提供しています。これは、将来
的な干ばつへの対策にもなります。
－将来この地域で干ばつによる食糧危機が起
きないようにするには、何ができるでしょうか？
同地域の住民のほとんどは、雨水に頼った農
業を営んでいます。しかし、雨水を溜池に蓄え、
干ばつにも耐えられる品種を栽培すれば、干ば
つに襲われてもしのぎやすくなるでしょう。また、
村ごとに穀物備蓄庫を設置することも考えられ
ます。これは、家庭の穀物備蓄が底をつく時期
に住民が穀物を借り、次の収穫期に「返済」す
る、という仕組みです。
サハラ砂漠南縁のサヘル地域でWFPが行う
支援活動には7億3,800万ドルが必要です
が、およそ4億ドルが不足しています（4月18日
現在）。皆様の温かいご支援をよろしくお願い
いたします。
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世界最大の、解決可能な問題 ｜ 飢餓
世界では、7人に1人が飢餓に苦しんでいま
す。飢餓問題は、現代に生きる私たちが取り
組まなければならない、最も大きな地球規模
の課題の一つです。飢餓は人々を空腹感で
苦しめます。加えて飢餓は、保健や教育など
の分野においても状況の改善を阻み、悪影
響を及ぼします。
しかし、飢餓問題を解決するのに、科学的な
大発見が必要なわけではありません。飢餓を

なくそうという国家的意思を持ち、既にある
知識や方法、政策を正しく用いれば、飢餓は
解決できる問題なのです。
実際、ブラジルではここ10年にわたり飢餓
問題に対する積極的な取り組みが行われ、
飢餓人口をかつての3分の2まで減らすこと
に成功しました。2,400万人が最貧困層か
ら脱し、栄養不良に陥っている人びとの数は
25％削減されました。

また、かつてはWFPから食糧支援を受けて
いた中国やロシアも大きな進歩を遂げ、今で
はWFPを支援しています。WFPと共に問題
に取り組むことで、多くの国々が飢餓を克服
しています。
WFPが今まで様々な支援方法を試みた結
果、飢餓解決に最も効果的と判断した6つ
の手法をご紹介します。

緊急食糧支援
WFPは、災害や紛争などで危機に瀕している地域に世界どこでも、48時間以内
に緊急支援を届けることを使命に活動しています。WFPはこれまでに多くの命を救
う手助けをしてきました。

小規模農家の支援
小規模農家に対して農業訓練等の支援を行い市場へとつながる手助けをするこ
とで、より強固な食糧生産システムを構築することができます。

職業訓練を通じた食糧支援
貧しい女性たちに、職業訓練を受ける対価として食糧を提供します。手に職をつけ
ることで、自立への道が開かれます。

食糧引換券
市場で食糧が売られていても貧しくて買えない人びとには、食糧引換券を提供しま
す。人びとは食糧を確保することができ、また地域経済も活性化されます。

2歳未満の子どもへの栄養支援
WFPは、2歳未満の栄養状態が子どもの人生を大きく左右するため、乳児や、妊
娠中・授乳中の女性に栄養強化食品を提供し、子どもの未来を守ります。

学校給食プログラム
学校で給食を提供することにより、子どもたちは空腹が満たされ、集中して勉強す
ることができます。また、子どもの就学率や出席率が上がります。教育は、貧困や飢
餓を克服する力となります。

飢餓は、世界最大の、解決可能な問題です。皆様と力を合わせて、解決に向かって前進していきたいと願っています。

今なら新規加入または支援額を
増額くださった方々に
オリジナル携帯ストラップを
差し上げます。

当協会へのご寄付は、寄付金控除等の税制上の優遇措置を受けられます。

毎月1,000円（一日あたり約33円）からの定額引き落としによる継続的な寄付の方法です。WFPマン
スリー募金は、自然災害や紛争発生時の緊急食糧支援の活動資金として、被災者にとって即時の命
綱となります（使途に「緊急支援」を選択いただいた場合）。また、貧困に苦しむ子どもたちが飢えること
なく健全に成長し、学び、貧困を克服するための継続的な支えになります（使途に「学校給食プログラ
ム」を選択いただいた場合）。

DAMA collection 誌面にて、WFP支援キャンペーンを告知
（写真は2011年秋冬号）

info@jawfp.org045-221-2534FAX

WFPの給食は、飢餓に苦しむ子どもたちのいまと未来を支えています。

かんがい

例えば、毎月1,000円のご寄付を1年間で、2人の子どもに1年間継続して学校給食を提供できます。
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アーサリン・カズン、WFP新事務局長に就任

安藤会長　飢餓と闘うエチオピアとケニアを訪問

1 ©JAWFP

2012年4月5日、アーサリン・カズ
ンがWFP 国連世界食糧計画の
新事務局長に就任しました。

カズンは米国人で、25年以上にわたり、同国
及び国際的な場において、非営利団体、政
府、企業を率いて、飢餓や食糧問題などの分
野でリーダーシップを発揮してきました。2009
年にはWFPを含む食糧・農業関連の国連機
関及び在ローマ国連機関米国政府代表部
大使に就任し、ハイチ大地震、パキスタン大
洪水、「アフリカの角」地域での食糧危機な
ど、最も過酷な飢餓状況の解決に携わってき
ました。
 また以前には、米国内最大の飢餓対策機関
「FeedingAmer ica（当時はAmer ica’s 
Second Harvest）」の副代表兼最高執行
責任者として災害時の救援物資配給を指揮
したり、米国の大手食料品店チェーンで渉外
や慈善活動を主導したりするなど、非営利団
体や企業での経験も豊富です。

カズンは、ローマ本部で行われた就任演説の中で、
WFPは、飢餓に苦しむ人びとにとっての最大の希望で
あるとし、新事務局長として、WFPの支援を受ける人
びとの目線に立って一つ一つの支援を行い、活動資
金を効果的に使っていきたいと語りました。
今後の活動としては、まずは組織内の聞き取りを重視
し、外部機関による60日間の組織診断を行います。そ
して次回の執行理事会が開催される6月までには
WFPの今後の目標を定め、11月までにはその目標に
たどりつくための具体的な方策を準備、そして今後の5
年間で、飢餓に苦しむ人びとの状況を大きく改善して
いくと訴えました。
今後は、世界中の様々な場所に足を運びながら、飢餓
に苦しむ人びとの生活向上を訴え、食糧不足や慢性
的栄養不良の問題への認識を高めていきます。そし
て、約1万5千人の職員のトップとして、飢餓のない世
界を目指すWFPの食糧支援活動を率いていきます。
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ブラミノ難民キャンプの子どもたちと安藤会長

WFPは、エチオピアで3機の飛行機を定期運航し、
多くの人道支援機関の支援活動を支えています。
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給食を食べながら将来の夢を教えてくれました。3

農村の住民とダンスをした、温かいひととき8

カクマ難民キャンプの入口9

日本からの支援物資10

支援への感謝と将来の夢を話すカクマ難民キャン
プの女子生徒
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「支援が足りない。」と状況を話す、ソマリアの女性4
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セント・ジョン小学校の生徒と記念撮影5

地域の発展を目指して灌漑施設を建設6

畑で灌漑設備が使えるようになり農作業の効率
アップ

7
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エチオピアに到着して、まず最初に訪れた支
援現場は、首都アディスアベバから800キロ
離れたソマリアの国境沿いにあるブラミノ難
民キャンプです。ブラミノ難民キャンプまでは、
WFPが運行する飛行機に乗って南部のドロ
アドまで行き、そこから更に車で20キロ走り到
着しました。ドロアドでは、飛行機の滑走路も
車道も未舗装の状態で、空気は乾燥し、走る
と砂埃が舞い上がる険しい道のりでした。

現在WFPはエチオピアでおよそ30万人の難
民を支援していますが、そのうちの6割がソマ
リアから、残り4割は、南スーダンおよびエリト
リアから避難しています。去年11月に新たに

安藤宏基国連WFP協会会長が4月に、昨年より大干ばつと内戦の影響で食糧危機に陥り、飢餓に苦しむアフリカ東部の「アフリカの角」地域
におけるWFPの支援活動を視察するためにエチオピアとケニアを訪問しました。

開設されたここブラミノ難民キャンプでは、
主にソマリアから紛争と飢きんの影響で国
を追われた約1万6千人が避難生活を送っ
ています。日中気温45度と、過酷な環境の
中で、今日も毎日、人びとが助けを求めて到
着しており、5月末には、その数が2万人を超
えると予想されています。難民保護と支援を
行う国連機関、国連難民高等弁務官事務
所（UNHCR）、その他の人道支援機関が活
動するブラミノ難民キャンプで、WFPは約1万
6千人の難民を対象に命を守るための食糧
支援活動を行っています。提供する食糧は、
1人1カ月あたり、小麦16キロ、豆1.5キロ、植
物油0.9キロ、ビタミンとミネラルを加え栄養
強化したトウモロコシと大豆の混合粉1.5キ

ロ、塩0.15キロ、そして砂糖0.45キロです。

またWFPは、栄養不良に苦しむ5歳未満の全
ての子どもに対する栄養強化支援を行ってい
ます。体力のない子どもは、大人より飢餓の影
響を受けやすい存在です。「栄養不良の子ど
もを抱える母親たちが不安そうな表情だっ
た。」と安藤会長は支援現場を振り返り語りま
す。WFPは難民キャンプの中で学校給食プロ
グラムも実施しています。WFPは栄養たっぷり
の温かいおかゆを配り、子どもの空腹を満た
し、勉強に専念できるように働きかけています。
過酷な状況の中でも、子どもの将来の可能性
を広げようと支援を行っています。給食支援が

開始されたことで就学率と出席率が向上し、学
ぶことのできる子どもが増えています。安藤会
長が将来の夢を尋ねると、子どもたちは「学校
の先生になりたい。」、「お医者さんになりた
い。」と答えてくれました。「厳しい状況でも子ど
もたちが給食を食べて、それぞれの夢に向かっ
て学ぶ姿を見ることができて嬉しかった。」と会
長は言います。

エチオピアの後はケニアに渡り、首都ナイロビ
からWFPの飛行機で北西部のトゥルカナ地域
にあるスーダンとの国境都市ロキチョキオに向
かいました。ここでは、セント・ジョン小学校を訪
問し、給食支援の現場を視察しました。この学
校では日本からの食糧支援が役立てられてお
り、「支援のおかげで出席率が60パーセント改
善しました。」と校長先生より感謝の言葉をいた
だきました。安藤会長は子どもたちに「日本で
は、ケニアからのマラソン選手が活躍していま
す。皆さんには学校でしっかり給食を食べて、元
気に勉強も運動もして、輝かしい将来を築いて
いって欲しい。」と話しました。

その次に訪れたのは、WFPが母子栄養強化の
ための支援を実施する病院です。WFPはここ
で、栄養不良に陥っている5歳未満の子どもや
妊娠中・授乳中の母親を対象に、ビタミンやミ
ネラルが添加された栄養強化食品を配給して
います。また栄養不良のHIV感染者やエイズ患
者およびその家族にも栄養強化食品を提供し
ています。

ロキチョキオ近郊では、WFPが進めるフード・
フォー・アセット（地域の自立支援のための食
糧支援）も見学しました。ここでは、雨水を利
用した灌漑設備を建設し、WFPは、建設作
業に参加した住民に労働の対価として食糧
を配給しています。その水で家畜や野菜が育
てられています。食糧の配給を得られるので
食べ物の心配をすることなく建設作業に取り
組めること、その結果として畑で水が使えるよ
うになり長期的な農業の発展につながったこ
とに人びとは喜んでいました。人びとは支援
に対して感謝している、と温かく迎え入れてく
れて、皆で踊りを披露してくれました。

最後に訪れた支援の現場はカクマ難民キャ
ンプです。1992年以来この難民キャンプは、
スーダンからの難民を受け入れていましたが、
現在は、ソマリア、エチオピア、ブルンジなどか
らの難民を収容し、約9万2千人の難民が生
活しています。そのうち、5割がソマリア、3割
がスーダン、2割がその他の国から避難して
います。現在も毎月平均1,500人の難民が
到着しています。WFPは連携しているNGO
と共に食糧配給を行い、学校給食支援、乳
幼児や妊婦に対する母子栄養支援、栄養
不良で衰弱した人びとへの栄養補給の支援
を実施しています。また、法的また環境の制
約などにより経済的に自立することが難しい

状況にある難民に対して、将来、人びと・地域
が自立して飢餓から抜け出すことができるよう
に、フード・フォー・トレーニング（職業訓練を受
ける人に見返りとして食糧支援をすること）を
実施しています。キャンプの中には16の教育
施設があり、2万2千人が通っていますが、女
子は4割を占めています。更に14の小学校が
あり、その中の女子校を視察しました。ここでは
女子の教育機会をしっかりと確保するため、一
定の出席を満たした生徒に家に持ち帰れる食
糧を配給し、女の子が学校に通いやすい環境
をつくりだしています。難民キャンプでは、困難
な中でも将来の夢に向かって勉強する子ども
たち、夫をソマリアに残し、子どもを助けるため
命がけで避難してきた女性、一度は母国に帰
還したものの、再び難民となり生活するタンザ
ニア出身の家族などとの様々な出会いがあり
ました。

今回の視察について、安藤会長は「視察した
場所は雇用の機会が限られ、また半砂漠地帯
ということで農業もできず、貧困が深刻化・慢
性化している。そうした困難な状況の中、WFP
は地道かつ貴重な働きをし、人びとを支えてい
る。日本からの支援が届き、役立てられている
のを直接確認できた。また、キャンプの子どもた
ちが元気に学校に通っている姿にとても勇気
づけられた。飢餓と貧困を世界からなくすため
に、日本の民間支援の輪が広がるように今後
もベストを尽くしたい。」と述べています。

命を守るための食糧支援

子どもの未来を守る

農村の自立のために

難民キャンプでの支援

「日本の民間支援の輪が広がるように」
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アーサリン・カズン、WFP新事務局長に就任

安藤会長　飢餓と闘うエチオピアとケニアを訪問

1 ©JAWFP

2012年4月5日、アーサリン・カズ
ンがWFP 国連世界食糧計画の
新事務局長に就任しました。

カズンは米国人で、25年以上にわたり、同国
及び国際的な場において、非営利団体、政
府、企業を率いて、飢餓や食糧問題などの分
野でリーダーシップを発揮してきました。2009
年にはWFPを含む食糧・農業関連の国連機
関及び在ローマ国連機関米国政府代表部
大使に就任し、ハイチ大地震、パキスタン大
洪水、「アフリカの角」地域での食糧危機な
ど、最も過酷な飢餓状況の解決に携わってき
ました。
 また以前には、米国内最大の飢餓対策機関
「FeedingAmer ica（当時はAmer ica’s 
Second Harvest）」の副代表兼最高執行
責任者として災害時の救援物資配給を指揮
したり、米国の大手食料品店チェーンで渉外
や慈善活動を主導したりするなど、非営利団
体や企業での経験も豊富です。

カズンは、ローマ本部で行われた就任演説の中で、
WFPは、飢餓に苦しむ人びとにとっての最大の希望で
あるとし、新事務局長として、WFPの支援を受ける人
びとの目線に立って一つ一つの支援を行い、活動資
金を効果的に使っていきたいと語りました。
今後の活動としては、まずは組織内の聞き取りを重視
し、外部機関による60日間の組織診断を行います。そ
して次回の執行理事会が開催される6月までには
WFPの今後の目標を定め、11月までにはその目標に
たどりつくための具体的な方策を準備、そして今後の5
年間で、飢餓に苦しむ人びとの状況を大きく改善して
いくと訴えました。
今後は、世界中の様々な場所に足を運びながら、飢餓
に苦しむ人びとの生活向上を訴え、食糧不足や慢性
的栄養不良の問題への認識を高めていきます。そし
て、約1万5千人の職員のトップとして、飢餓のない世
界を目指すWFPの食糧支援活動を率いていきます。
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ブラミノ難民キャンプの子どもたちと安藤会長

WFPは、エチオピアで3機の飛行機を定期運航し、
多くの人道支援機関の支援活動を支えています。
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給食を食べながら将来の夢を教えてくれました。3
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日本からの支援物資10
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セント・ジョン小学校の生徒と記念撮影5

地域の発展を目指して灌漑施設を建設6

畑で灌漑設備が使えるようになり農作業の効率
アップ
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エチオピアに到着して、まず最初に訪れた支
援現場は、首都アディスアベバから800キロ
離れたソマリアの国境沿いにあるブラミノ難
民キャンプです。ブラミノ難民キャンプまでは、
WFPが運行する飛行機に乗って南部のドロ
アドまで行き、そこから更に車で20キロ走り到
着しました。ドロアドでは、飛行機の滑走路も
車道も未舗装の状態で、空気は乾燥し、走る
と砂埃が舞い上がる険しい道のりでした。

現在WFPはエチオピアでおよそ30万人の難
民を支援していますが、そのうちの6割がソマ
リアから、残り4割は、南スーダンおよびエリト
リアから避難しています。去年11月に新たに

安藤宏基国連WFP協会会長が4月に、昨年より大干ばつと内戦の影響で食糧危機に陥り、飢餓に苦しむアフリカ東部の「アフリカの角」地域
におけるWFPの支援活動を視察するためにエチオピアとケニアを訪問しました。

開設されたここブラミノ難民キャンプでは、
主にソマリアから紛争と飢きんの影響で国
を追われた約1万6千人が避難生活を送っ
ています。日中気温45度と、過酷な環境の
中で、今日も毎日、人びとが助けを求めて到
着しており、5月末には、その数が2万人を超
えると予想されています。難民保護と支援を
行う国連機関、国連難民高等弁務官事務
所（UNHCR）、その他の人道支援機関が活
動するブラミノ難民キャンプで、WFPは約1万
6千人の難民を対象に命を守るための食糧
支援活動を行っています。提供する食糧は、
1人1カ月あたり、小麦16キロ、豆1.5キロ、植
物油0.9キロ、ビタミンとミネラルを加え栄養
強化したトウモロコシと大豆の混合粉1.5キ

ロ、塩0.15キロ、そして砂糖0.45キロです。

またWFPは、栄養不良に苦しむ5歳未満の全
ての子どもに対する栄養強化支援を行ってい
ます。体力のない子どもは、大人より飢餓の影
響を受けやすい存在です。「栄養不良の子ど
もを抱える母親たちが不安そうな表情だっ
た。」と安藤会長は支援現場を振り返り語りま
す。WFPは難民キャンプの中で学校給食プロ
グラムも実施しています。WFPは栄養たっぷり
の温かいおかゆを配り、子どもの空腹を満た
し、勉強に専念できるように働きかけています。
過酷な状況の中でも、子どもの将来の可能性
を広げようと支援を行っています。給食支援が

開始されたことで就学率と出席率が向上し、学
ぶことのできる子どもが増えています。安藤会
長が将来の夢を尋ねると、子どもたちは「学校
の先生になりたい。」、「お医者さんになりた
い。」と答えてくれました。「厳しい状況でも子ど
もたちが給食を食べて、それぞれの夢に向かっ
て学ぶ姿を見ることができて嬉しかった。」と会
長は言います。

エチオピアの後はケニアに渡り、首都ナイロビ
からWFPの飛行機で北西部のトゥルカナ地域
にあるスーダンとの国境都市ロキチョキオに向
かいました。ここでは、セント・ジョン小学校を訪
問し、給食支援の現場を視察しました。この学
校では日本からの食糧支援が役立てられてお
り、「支援のおかげで出席率が60パーセント改
善しました。」と校長先生より感謝の言葉をいた
だきました。安藤会長は子どもたちに「日本で
は、ケニアからのマラソン選手が活躍していま
す。皆さんには学校でしっかり給食を食べて、元
気に勉強も運動もして、輝かしい将来を築いて
いって欲しい。」と話しました。

その次に訪れたのは、WFPが母子栄養強化の
ための支援を実施する病院です。WFPはここ
で、栄養不良に陥っている5歳未満の子どもや
妊娠中・授乳中の母親を対象に、ビタミンやミ
ネラルが添加された栄養強化食品を配給して
います。また栄養不良のHIV感染者やエイズ患
者およびその家族にも栄養強化食品を提供し
ています。

ロキチョキオ近郊では、WFPが進めるフード・
フォー・アセット（地域の自立支援のための食
糧支援）も見学しました。ここでは、雨水を利
用した灌漑設備を建設し、WFPは、建設作
業に参加した住民に労働の対価として食糧
を配給しています。その水で家畜や野菜が育
てられています。食糧の配給を得られるので
食べ物の心配をすることなく建設作業に取り
組めること、その結果として畑で水が使えるよ
うになり長期的な農業の発展につながったこ
とに人びとは喜んでいました。人びとは支援
に対して感謝している、と温かく迎え入れてく
れて、皆で踊りを披露してくれました。

最後に訪れた支援の現場はカクマ難民キャ
ンプです。1992年以来この難民キャンプは、
スーダンからの難民を受け入れていましたが、
現在は、ソマリア、エチオピア、ブルンジなどか
らの難民を収容し、約9万2千人の難民が生
活しています。そのうち、5割がソマリア、3割
がスーダン、2割がその他の国から避難して
います。現在も毎月平均1,500人の難民が
到着しています。WFPは連携しているNGO
と共に食糧配給を行い、学校給食支援、乳
幼児や妊婦に対する母子栄養支援、栄養
不良で衰弱した人びとへの栄養補給の支援
を実施しています。また、法的また環境の制
約などにより経済的に自立することが難しい

状況にある難民に対して、将来、人びと・地域
が自立して飢餓から抜け出すことができるよう
に、フード・フォー・トレーニング（職業訓練を受
ける人に見返りとして食糧支援をすること）を
実施しています。キャンプの中には16の教育
施設があり、2万2千人が通っていますが、女
子は4割を占めています。更に14の小学校が
あり、その中の女子校を視察しました。ここでは
女子の教育機会をしっかりと確保するため、一
定の出席を満たした生徒に家に持ち帰れる食
糧を配給し、女の子が学校に通いやすい環境
をつくりだしています。難民キャンプでは、困難
な中でも将来の夢に向かって勉強する子ども
たち、夫をソマリアに残し、子どもを助けるため
命がけで避難してきた女性、一度は母国に帰
還したものの、再び難民となり生活するタンザ
ニア出身の家族などとの様々な出会いがあり
ました。

今回の視察について、安藤会長は「視察した
場所は雇用の機会が限られ、また半砂漠地帯
ということで農業もできず、貧困が深刻化・慢
性化している。そうした困難な状況の中、WFP
は地道かつ貴重な働きをし、人びとを支えてい
る。日本からの支援が届き、役立てられている
のを直接確認できた。また、キャンプの子どもた
ちが元気に学校に通っている姿にとても勇気
づけられた。飢餓と貧困を世界からなくすため
に、日本の民間支援の輪が広がるように今後
もベストを尽くしたい。」と述べています。

命を守るための食糧支援

子どもの未来を守る

農村の自立のために

難民キャンプでの支援

「日本の民間支援の輪が広がるように」
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通信販売事業を手掛ける株式会社ディノスで
は、20 1 0年より、通販カタログ「DAMA 
collection (ダーマ・コレクション） 秋冬号」に
おいて、お買い物1回ごとに学校給食1人1日
分が途上国の子どもたちに贈られるキャンペー
ンを展開しています。ショッピングを楽しみながら
社会貢献に参画できるこの取り組みには多く
の方がご参加くださり、これまでにいただいたご
寄付により既に86,727人分の給食が子ども
たちに届けられています。※
2012年2月より放映されているTVコマーシャ
ルは、ディノスのCSRの取り組みにスポットを
当てており、給食を入れる容器として使われて
いる赤いカップのシンボルマークと共に、WFP

の「学校給食プログラム」が画面で紹介されて
います。
DAMA collectionの編集長である天利さん
は、WFPを支援先として選定した理由を、次の
ように述べています。「人生のキャリアを重ねら
れたDAMAのお客様は、社会に貢献したい、特
に次世代に対して何かを残したいという思いが
あります。開発途上国の学校給食を支援する
ことで、食事もできて教育が受けられる、ひいて
は自立した女性像ができるのではないかと考え
ました。」また、社内でCSR活動の推進を手掛
ける山内さんは、「弊社では、『できることを、きち
んと。』のスローガンのもと、チャリティ付きカタ
ログを中心とした、CSR活動を実施しています。

今後も“お客様とともに”WFPの学校給食支援
に参加していきます。」と話しています。
（※2012年4月末現在）

西アフリカのサハラ砂漠南縁に広がるサヘル
地域で大干ばつが発生し、チャド、ニジェール、
マリ、モーリタニア、ブルキナファソ、セネガル、
ガンビア、カメルーンを含む広大な地域一帯で、
多くの人びとが飢餓にさらされています。人びと
はこの状況にどのように対処し、そしてWFPは
どのような支援を行っているのでしょうか。現地
の担当者に聞きました。
－なぜ食糧不足に陥っているのでしょうか？
昨年は干ばつのため降雨がまばらで、雨期の
開始も例年より遅れました。その影響で作物の
収穫量が減り、自給自足に頼って暮らす農家
の人びとは食糧不足に陥りました。牧草や飲み

水も不足したため、家畜も死んでいき、牧畜を
営む人も大打撃を受けました。不作のため食糧
価格が高騰し、貧しい人びとは食事の確保が
難しくなりました。また、マリ国内で発生した戦闘
によって多くの人びとが国内外への避難を余
儀なくされたことも、事態を悪化させています。
－脆弱な小規模農家は、どのような対策を講じ
ていますか？
家畜や土地を売り払って食費に充てています。
売るものがなくなると、家族の元を離れて都市
部や国外へ出稼ぎに行くほか生計を立てる手
段がなくなります。
－この地域で干ばつはよくあることなのでしょう
か？
過去10年では今回が3度目となります。前回の
干ばつからの復興もままならないうちに再び干
ばつに見舞われたため、生活の再建がより難し
くなっています。
－この度の干ばつによる食糧危機は、過去と
比べてどう異なるのでしょうか？
2005年と2010年の干ばつの影響は、主にニ
ジェールとチャドの一部に留まっていたのに対
し、今回の食糧危機は、東はチャドから西は大
西洋側の国に至るまで地域全体に及んでいま
す。また、食糧価格は2010年と比べ非常に高
くなっています。
－今回の食糧危機に対し、WFPはどのように

対応していますか？
WFPは、ニジェールで380万人、チャドで150
万人、マリで130万人など、サヘル地域で合計
900万人に食糧支援を行うべく活動を拡大し
ています。特に、子どもや母親に対しては栄養
強化食品を配布し、子どもの飢餓による長期
的な悪影響を防ごうとしています。またそれ以外
の地域では地元の人びとと協力し、灌漑用水
路など、地域の役に立つインフラの整備事業を
行い、その工事に参加した人に労働の対価とし
て食糧や現金を提供しています。これは、将来
的な干ばつへの対策にもなります。
－将来この地域で干ばつによる食糧危機が起
きないようにするには、何ができるでしょうか？
同地域の住民のほとんどは、雨水に頼った農
業を営んでいます。しかし、雨水を溜池に蓄え、
干ばつにも耐えられる品種を栽培すれば、干ば
つに襲われてもしのぎやすくなるでしょう。また、
村ごとに穀物備蓄庫を設置することも考えられ
ます。これは、家庭の穀物備蓄が底をつく時期
に住民が穀物を借り、次の収穫期に「返済」す
る、という仕組みです。
サハラ砂漠南縁のサヘル地域でWFPが行う
支援活動には7億3,800万ドルが必要です
が、およそ4億ドルが不足しています（4月18日
現在）。皆様の温かいご支援をよろしくお願い
いたします。

サヘル（サハラ砂漠南縁地域）食糧危機　～人びとを、地域を守るために～

私たちのWFP支援　株式会社ディノス
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世界最大の、解決可能な問題 ｜ 飢餓
世界では、7人に1人が飢餓に苦しんでいま
す。飢餓問題は、現代に生きる私たちが取り
組まなければならない、最も大きな地球規模
の課題の一つです。飢餓は人々を空腹感で
苦しめます。加えて飢餓は、保健や教育など
の分野においても状況の改善を阻み、悪影
響を及ぼします。
しかし、飢餓問題を解決するのに、科学的な
大発見が必要なわけではありません。飢餓を

なくそうという国家的意思を持ち、既にある
知識や方法、政策を正しく用いれば、飢餓は
解決できる問題なのです。
実際、ブラジルではここ10年にわたり飢餓
問題に対する積極的な取り組みが行われ、
飢餓人口をかつての3分の2まで減らすこと
に成功しました。2,400万人が最貧困層か
ら脱し、栄養不良に陥っている人びとの数は
25％削減されました。

また、かつてはWFPから食糧支援を受けて
いた中国やロシアも大きな進歩を遂げ、今で
はWFPを支援しています。WFPと共に問題
に取り組むことで、多くの国々が飢餓を克服
しています。
WFPが今まで様々な支援方法を試みた結
果、飢餓解決に最も効果的と判断した6つ
の手法をご紹介します。

緊急食糧支援
WFPは、災害や紛争などで危機に瀕している地域に世界どこでも、48時間以内
に緊急支援を届けることを使命に活動しています。WFPはこれまでに多くの命を救
う手助けをしてきました。

小規模農家の支援
小規模農家に対して農業訓練等の支援を行い市場へとつながる手助けをするこ
とで、より強固な食糧生産システムを構築することができます。

職業訓練を通じた食糧支援
貧しい女性たちに、職業訓練を受ける対価として食糧を提供します。手に職をつけ
ることで、自立への道が開かれます。

食糧引換券
市場で食糧が売られていても貧しくて買えない人びとには、食糧引換券を提供しま
す。人びとは食糧を確保することができ、また地域経済も活性化されます。

2歳未満の子どもへの栄養支援
WFPは、2歳未満の栄養状態が子どもの人生を大きく左右するため、乳児や、妊
娠中・授乳中の女性に栄養強化食品を提供し、子どもの未来を守ります。

学校給食プログラム
学校で給食を提供することにより、子どもたちは空腹が満たされ、集中して勉強す
ることができます。また、子どもの就学率や出席率が上がります。教育は、貧困や飢
餓を克服する力となります。

飢餓は、世界最大の、解決可能な問題です。皆様と力を合わせて、解決に向かって前進していきたいと願っています。

今なら新規加入または支援額を
増額くださった方々に
オリジナル携帯ストラップを
差し上げます。

当協会へのご寄付は、寄付金控除等の税制上の優遇措置を受けられます。

毎月1,000円（一日あたり約33円）からの定額引き落としによる継続的な寄付の方法です。WFPマン
スリー募金は、自然災害や紛争発生時の緊急食糧支援の活動資金として、被災者にとって即時の命
綱となります（使途に「緊急支援」を選択いただいた場合）。また、貧困に苦しむ子どもたちが飢えること
なく健全に成長し、学び、貧困を克服するための継続的な支えになります（使途に「学校給食プログラ
ム」を選択いただいた場合）。

DAMA collection 誌面にて、WFP支援キャンペーンを告知
（写真は2011年秋冬号）

info@jawfp.org045-221-2534FAX

WFPの給食は、飢餓に苦しむ子どもたちのいまと未来を支えています。

かんがい

例えば、毎月1,000円のご寄付を1年間で、2人の子どもに1年間継続して学校給食を提供できます。
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